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賦
竪
冊
禦
の
震
望

皿
國
牒
際
㎜
㎜
問

明
。
‘
．
2
－
唇
●
・
一

”
3
霊
＝
3
も

欧

㎜
霧

瓢
の
牒
展
無
望
㎜

　
　
　
試

洲
統
一
問
題

！
欺
洲
穫
會
の
成
立
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ダ

　
第
二
択
世
界
大
貌
の
結
果
．
帝
隣
主
義
支
配
の
ヵ
は
著
し
く
錫
化
し
、

糖
民
地
後
蓮
闘
は
相
次
ぎ
先
進
席
顧
主
義
國
の
嚢
騨
か
ら
醗
し
て
分
離
獲

辞
。
験
齢
鵬
囎
騨
雛
蘇
羅
筋
鍵

つ
て
、
か
つ
て
そ
の
支
配
の
及
ぶ
と
こ
ろ
七
う
の
海
に
跨
り
、
永
イ
世
界

密
國
的
地
位
を
占
め
た
イ
ギ
リ
ス
で
す
ら
、
英
遽
邦
の
保
全
維
持
に
汲
々

た
る
姦
で
あ
り
、
7
ラ
ン
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
何
れ
も
ま
さ
に
佛
印
、
蘭
印

を
失
わ
ん
と
し
て
い
る
状
態
で
あ
る
。
今
や
外
に
植
民
地
支
配
の
カ
を
失

い
、
内
に
自
奮
活
の
経
済
鮭
會
的
再
建
に
著
慣
す
る
現
在
、
薦
厭
の
か

つ
て
の
全
蝕
界
に
及
ん
だ
健
界
支
配
の
勢
域
は
塘
に
墜
ち
ん
と
し
て
い
る

の
で
あ
る
◎

　
そ
れ
は
、
験
後
酉
厭
が
ア
メ
募
力
の
藤
倒
的
優
位
に
よ
つ
重
影
が
薄
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
四
　
　
　
（
二
・
四
六
）

な
り
、
そ
の
輕
濟
力
に
於
て
ア
メ
リ
カ
に
子
供
扱
に
零
れ
る
悲
哀
反
感
ど

共
に
、
勉
方
ソ
蓮
の
東
獣
支
配
に
よ
つ
て
そ
の
活
勤
が
遽
ら
れ
る
焦
躁
反

抗
に
よ
つ
て
、
西
歌
を
し
て
嫌
囲
な
し
に
結
集
協
調
し
、
自
ら
の
生
存
活

動
の
糞
を
作
呈
げ
ざ
る
を
禦
く
し
た
の
で
あ
る
。
か
ぐ
て
、
厭
洲

結
成
（
、
、
鷺
舞
凶
轟
害
3
窟
。
．
）
西
厭
統
ス
．
貞
冒
議
窟
導
d
互
4
、
匂
）
は

非
共
産
主
嚢
西
歌
の
標
語
と
な
つ
て
、
昨
年
來
西
”
歓
蓮
合
微
結
威
さ
れ
、

厭
洲
統
一
委
員
會
ほ
設
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
更
に
、
最
近
獣
洲
議
會

が
成
立
す
る
に
至
つ
た
の
で
あ
る
o

　
ア
メ
リ
カ
は
こ
れ
を
第
二
弐
大
駿
後
の
二
つ
の
世
界
の
封
立
、
東
西
爾

鍬
の
分
襲
の
故
に
鋒
し
、
酉
致
瀕
構
の
背
景
に
ほ
纏
濟
的
に
は
マ
奮
シ
ャ

。ル。

4
ラ
ソ
に
滋
ぐ
獣
洲
復
興
計
蜜
h
1
．
R
．
P
．
）
、
政
治
納
軍
事
的
に

ほ
ブ
リ
ュ
ツ
セ
ル
梅
即
約
及
び
北
大
缶
H
一
洋
櫨
匪
約
に
裁
”
く
億
護
團
安
全
保
障
甜
盤
顧

が
あ
る
と
す
る
が
、
然
し
、
虞
の
背
景
は
箪
に
米
ソ
の
政
治
的
匪
迫
及
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

暫

鍛
洲
繁
榮
再
建
促
進
の
た
め
の
経
濟
的
要
請
が
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
没
落

し
プ
ラ
イ
ド
を
傷
け
ら
れ
た
西
獣
の
イ
ソ
フ
ェ
リ
オ
リ
テ
ィ
・
コ
ソ
プ

レ
ゾ
ク
ス
の
篇
紳
的
影
響
の
存
す
る
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
で
あ
ろ
う
o

（
§
3
0
欝
弓
ざ
や
麗
》
魔
崔
冨
琶
螂
ぢ
菖
o
冨
中
の
切
零
霞
蛭
且
O
審

～
ε
噂
聲
鼻
霞
算
酬
轟
亀
濁
o
ε
窟
奮
照
）

二

鼠
灘
綾
一
の
思
謹
纏
已
に
三
髭
紀
以
前
か
ら
存
し
、
十
七
琶
紀
に
フ
ラ



ソ
ス
の
ヘ
ン
”
凄
四
世
に
よ
る
所
の
厭
淵
遽
邦
の
大
計
竃
、
十
八
健
紀
の

ア
ペ
，
．
ド
・
サ
ソ
ピ
ェ
」
ル
の
永
久
挙
和
諭
に
於
け
る
徹
洲
蓮
盟
案
近
く

ぼ
、
第
一
弐
オ
職
後
フ
ラ
y
ス
．
の
ブ
リ
ア
ソ
に
よ
る
獣
洲
合
衆
園
の
提
案

が
あ
つ
た
の
で
あ
る
が
、
第
二
弐
大
職
後
、
こ
の
酸
瀦
統
一
の
氣
蓮
に
案

つ
て
幾
つ
か
の
具
饅
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
構
想
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
が

　
先
ず
最
初
に
チ
ャ
璽
チ
ル
前
英
菅
箱
は
一
九
四
六
年
六
月
に
敷
洲
蓮
邦

案
を
畿
表
し
た
が
、
’
昨
年
五
月
に
は
ハ
ー
グ
に
於
て
獣
洲
統
一
禽
議
が
開

億
せ
ら
れ
、
こ
れ
に
は
酉
厭
十
六
力
國
及
ぴ
西
濁
、
ユ
｝
ゴ
ス
ラ
ザ
ィ
伊
、

ポ
ー
ラ
ツ
ド
、
チ
エ
ッ
蟹
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
、
ル
ー
マ
ニ
ア
の
亡
命
政
治
家

の
厭
淵
コ
十
三
力
國
の
代
表
入
百
名
が
奮
加
し
た
の
で
あ
る
9
そ
の
開
禽

演
聡
に
於
て
チ
ャ
毒
チ
ル
犠
長
ほ
西
鍬
蓬
合
の
捜
大
強
化
と
厭
淵
議
會
の

設
口
を
弧
調
し
、
ソ
蓮
郵
、
酉
串
球
ブ
リ
ッ
ク
、
　
「
英
蓮
邦
を
含
む
全
鍛

洲
譲
邦
」
の
三
大
ブ
P
ヅ
ク
燈
制
に
よ
る
耶
和
維
詩
の
講
想
を
逡
べ
た
の

で
あ
つ
禿
。
そ
の
具
謹
的
亦
策
審
議
の
た
め
、
政
治
、
纏
濟
、
交
化
の
委

員食が

設
け
ら
れ
、
三
委
員
會
ほ
直
ち
に
活
動
を
開
始
し
、

　
臼
厭
淵
議
禽
及
び
厭
灘
裁
鍔
所
の
創
設
を
励
告
す
る
決
議
案

　
㊧
蓮
商
及
び
金
勲
上
の
障
壁
を
撤
慶
し
た
墜
洲
繧
濟
局
盟
實
現
の
必
要

を
獅
告
し
た
決
議
案

　
曾
厭
朔
復
興
會
議
を
招
集
す
ら
の
三
大
決
議
案
を
作
虞
も
て
饒
書
し
た

の
で
あ
る
ゆ
（
本
項
に
つ
い
て
健
、
弊
覆
賓
踊
査
局
、
最
近
の
鰻
際
駄
勢
第

三
窃
夢
五
繋
夢
羅
）

　
　
　
　
鶏
際
瞬
短
O
貰
望

三

　
然
し
な
が
ら
、
か
蕊
る
隊
洲
統
一
方
式
に
つ
い
て
億
、
チ
ャ
書
チ
ル
前

英首相の

主
唱
に
拘
ら
ず
、
鍬
洲
統
一
委
景
倉
に
於
け
る
英
國
の
西
駄
蓮

合
に
封
す
る
態
度
は
非
妥
協
的
で
あ
つ
て
、
獣
洲
議
會
に
出
來
る
だ
け
大

き
な
纏
限
を
與
え
よ
う
と
す
る
佛
、
白
案
と
之
に
反
封
す
る
英
案
と
が
封

立
し
㍉
こ
れ
が
鍬
洲
統
一
の
綴
き
の
石
と
な
つ
て
來
た
の
で
あ
る
o
『
郭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

ち
、
ヨ
書
ロ
ッ
パ
を
通
じ
て
の
経
濟
的
自
由
と
い
う
顯
に
重
鮎
を
お
ぎ
、

鍬
洲
聞
の
人
と
物
と
費
本
と
の
自
由
な
交
流
凄
主
張
す
る
フ
ラ
ン
ス
的
方

　
　
　
　
　
り

式
と
、
原
則
に
於
て
ほ
齊
歎
蓮
合
に
賛
虜
し
な
が
ら
具
畿
的
に
は
自
國
の

一
響
凋
的
國
境
を
閉
放
す
る
意
向
ほ
示
さ
ず
、
國
家
主
檀
放
棄
を
容
易
に
肯

ん
じ
な
い
英
園
の
主
張
と
の
二
つ
の
涜
れ
が
存
す
る
の
で
あ
る
o
こ
の
英

國
案
と
佛
、
白
の
大
陸
案
と
の
聞
の
ギ
ヤ
ヅ
ブ
は
相
當
に
大
き
ぐ
見
え
る

の
で
あ
る
が
、
英
國
は
そ
め
彊
硬
性
の
反
面
に
は
リ
ヅ
プ
サ
ー
ヴ
ィ
ス
を

嫌
っ
て
國
家
利
釜
を
保
持
す
る
現
實
性
を
強
く
も
つ
て
い
る
。
事
賞
國
家

利
釜
の
要
求
に
塵
じ
て
壼
展
し
て
來
た
國
家
行
政
が
今
急
に
外
國
の
利
釜

に
照
巖
す
る
と
す
る
な
ら
ば
現
實
を
無
麗
し
た
パ
ラ
寵
ヅ
ク
ス
で
あ
ぢ

b
う
0

　
之
に
封
す
る
フ
テ
ン
ス
洗
の
撤
澱
護
會
護
置
案
は
、
例
え
ぱ
レ
イ
ノ
」

氏
の
主
張
す
る
所
の
．
ヨ
｝
ロ
ブ
パ
主
構
に
基
く
入
罠
主
権
の
信
念
に
縫

つ
て
賦
輿
磁
ら
る
べ
き
厭
澱
憲
法
を
責
す
た
め
ヨ
善
饗
グ
パ
の
一
穀
遙
暴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
五
　
　
　
（
二
四
七
）



　
　
　
　
簡
繕
両
ロ
の
鳥
躍

を
惣
行
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
こ
れ
は
一
見
極
め
て
畠
書
ト
ピ
ア

的
で
あ
る
橡
に
見
え
る
o

　
面
も
こ
の
極
め
て
論
ー
ト
ビ
ア
的
に
見
え
る
フ
ラ
ン
ス
的
厭
灘
続
一
方

式
が
、
賞
は
噛
一
の
非
ユ
書
ト
ピ
ァ
的
な
解
決
案
で
あ
る
の
で
は
あ
る
ま

い
か
o
ジ
ウ
ヅ
ネ
ル
の
表
現
を
借
り
れ
ば
、
こ
の
獣
洲
結
威
の
道
こ
そ
は

唯
“
の
困
雛
打
開
の
道
で
も
あ
る
の
で
あ
る
o
そ
れ
は
先
ず
具
饒
的
要
求

野
醸
洲
紬
域
を
翼
籍
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
い
う
ま
で
協
な
く
、
今
弐
大
載
に
於
て
蓮
合
軍
は
合
同
3
謀
本
部
の
続

制
下
に
あ
つ
て
勝
利
を
か
ち
露
た
の
で
あ
つ
て
、
そ
れ
は
各
剛
國
民
の
蛋

い
國
民
主
養
的
御
約
を
超
腕
し
た
も
の
で
あ
つ
た
。
國
民
軍
と
い
5
も
の

ほ
已
に
時
代
後
れ
の
躍
念
で
あ
つ
て
、
郷
籍
図
携
を
こ
え
た
共
同
載
線
に

よ
る
ヒ
と
な
き
翠
一
國
民
軍
組
織
ほ
験
事
完
途
を
な
し
得
な
い
こ
と
明
か

は

で
あ
る
o
そ
れ
故
、
非
國
罠
的
基
盤
の
上
で
召
集
さ
れ
、
共
癒
の
基
金
か

ら
鶉
さ
れ
る
憾
轟
輩
を
考
え
る
こ
と
ほ
決
し
て
ユ
｝
ト
ぜ
ア
的
で
は
な

い
の
で
あ
る
。
叉
慨
民
的
炭
嬢
糎
膏
の
代
り
に
獣
淵
持
採
會
鮭
（
ホ
重
ル

デ
ィ
ソ
ダ
・
カ
ソ
パ
昌
，
）
を
蕾
す
る
こ
と
は
ユ
｝
ト
ど
ア
的
で
あ
る

と
ほ
思
わ
れ
な
い
O
偲
と
な
れ
ば
、
か
≦
る
萎
融
ほ
國
民
的
會
蔵
よ

り
容
易
に
触
喪
還
瞥
を
な
し
得
る
で
あ
ろ
5
し
、
叉
こ
れ
と
岡
じ
ぐ
各
國

中
央
馨
が
厭
趣
運
邦
鎧
鍍
行
に
リ
ソ
タ
さ
れ
る
な
ら
ば
、
國
民
経
演

闘
の
顧
費
駁
引
決
澱
が
客
易
に
な
る
で
あ
ろ
う
ゆ
若
し
貨
轄
が
園
隻
を
こ

え
て
臼
由
に
有
敷
に
尭
換
さ
b
る
こ
と
に
な
れ
は
、
資
本
移
覇
の
最
主
憂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
六
　
　
　
（
二
四
八
）

障害は

清
え
去
り
、
経
済
的
裂
展
は
著
し
く
促
進
さ
れ
る
で
あ
ろ
5
。

こ
走
於
て
・
國
家
が
國
恥
纏
済
の
首
ネ
ッ
ク
を
抑
え
て
い
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
5
麟
家
鮭
會
主
義
的
な
考
え
を
除
去
し
縄
た
な
ら
ば
、
ヨ

■
ロ
ッ
バ
主
椴
に
基
ぐ
鍬
淵
議
會
の
成
立
こ
そ
最
も
具
慨
的
に
厭
洲
諸
國

の
安
全
繭
証
を
齎
す
一
大
モ
メ
ソ
ト
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
勿
論
厭
洲
各
國

を
緊
密
な
共
同
生
活
豊
に
改
逡
す
る
プ
ロ
セ
ス
に
ほ
幾
多
の
難
闘
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
酉
致
が
一
つ
の
瀧
禽
で
あ
る
と
い
う
墨
観
は

案
外
曇
易
署
國
民
に
滲
透
老
、
そ
の
問
題
も
自
ら
解
決
さ
れ
る
の

で
ほ
な
か
ろ
う
か
o

囚

　
こ
の
厭
洲
続
二
蓮
威
の
促
逡
を
日
ら
ん
と
す
る
西
厭
遽
合
の
鍬
灘
統
唄

委
員
禽
は
、
昨
年
來
審
議
を
綾
け
て
來
た
が
、
本
年
一
月
中
旬
パ
リ
に
於

て
再
開
せ
ら
れ
、
そ
の
審
議
の
結
果
ほ
一
月
下
旬
ロ
ン
ド
ン
に
於
て
開
か

れ
た
ペ
ザ
ィ
ン
英
外
相
司
會
に
よ
る
第
四
回
驚
例
外
相
曾
犠
に
於
て
考
慮

せ
ら
れ
て
、
途
に
厭
漂
禽
議
（
雪
づ
O
嵩
亀
国
β
猛
冨
）
を
設
立
す
る
こ

と
に
意
見
の
一
致
を
み
た
の
で
あ
る
o

　
蹟
淵
會
議
は
外
権
委
負
會
（
O
o
ヨ
ヨ
一
寮
褥
9
零
冨
協
筆
峯
ゑ
箆
馨
V

と
諮
問
童
誠
（
9
凄
9
霧
一
藩
》
馨
喜
ぎ
と
に
よ
り
擁
成
さ
れ
る
。

外
相
養
禽
ほ
國
防
に
麟
鋲
あ
る
購
題
を
除
き
（
こ
れ
に
つ
い
て
ほ
酉
厭

蓮
A
爵
防
相
會
議
が
已
に
昨
春
來
存
置
さ
れ
活
動
し
て
い
る
）
盆
國
共



癒
の
利
轡
問
題
を
饗
議
す
る
、
諮
問
會
議
ほ
外
相
委
員
禽
に
劾
告
学
る

が
、
立
怯
又
は
立
憲
の
纏
限
を
有
し
な
い
。
諮
間
會
議
ほ
外
相
馨
貝
會
か

ら
諮
閥
さ
れ
る
一
切
の
問
題
を
審
議
す
る
躯
、
そ
れ
ほ
他
の
國
際
機
箒
と

の
難
合
は
灘
鐸
、
専
ら
各
國
の
纏
濟
、
融
禽
文
化
及
法
律
閥
題
の
審
蔑
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

行
い
、
馨
加
各
國
の
聚
密
な
る
統
一
を
増
進
し
、
敵
洲
人
に
欝
し
そ
の
共

通
文
明
の
基
本
を
形
威
す
る
諸
原
則
の
理
解
を
深
め
る
如
き
實
際
手
段
を

橡
討
す
る
o
以
上
の
線
に
渦
づ
て
西
厭
遽
合
常
設
事
務
局
は
歎
淵
騰
會
憲

鷺
の
起
草
に
遊
苧
し
、
先
ず
西
薮
蓮
合
竃
力
國
（
英
・
佛
・
和
・
白
・
ル

ユ
ク
サ
ン
プ
ル
グ
）
の
代
表
者
に
よ
つ
て
原
案
を
作
成
じ
、
三
月
8
加
紹

騎
を
受
諾
し
た
、
イ
タ
リ
ア
、
ア
イ
レ
、
ス
ウ
ェ
聾
デ
ン
、
デ
ソ
噂
｝
ク
、

ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
の
各
國
代
表
を
交
え
て
原
案
作
成
を
行
つ
て
四
月
十
讐
日

発
了
し
、
竃
月
三
日
、
十
力
國
代
表
は
ロ
ソ
ド
ツ
に
會
合
し
、
五
日
に
は

厭
洲
議
禽
規
約
（
寮
“
3
霊
）
に
調
印
し
た
の
で
あ
る
o
か
く
し
て
第
一
回

議
會
ほ
今
夏
入
月
フ
ラ
ン
ス
の
ス
ト
グ
ス
ブ
ー
ル
で
開
催
の
蓮
び
と
な
つ

た
の
懸
あ
る
。

　
こ
の
規
約
に
よ
れ
縦
、
致
洲
曾
議
ほ
一
種
の
内
閣
（
O
菩
冒
魯
）
と
議

雲
置
蚕
舞
）
か
ら
霊
す
る
・
あ
轟
窮
笑
臨
郵
員
愈

　
（
9
彊
9
一
蓼
亀
属
凶
葛
喜
2
輩
）
で
あ
つ
て
十
名
の
各
麟
政
府
代
表
よ

り
構
或
さ
れ
、
こ
の
代
表
は
本
園
政
府
の
瀕
令
支
配
の
下
に
立
つ
か
ら
隣

臓
猛
合
り
各
顕
代
表
と
同
じ
形
を
と
る
o
こ
の
所
講
議
禽
鑛
諮
岡
會
護

　
（
9
蚤
召
一
疲
肱
醤
》
墨
甲
3
ぴ
ζ
）
で
あ
り
、
各
殿
か
ら
濯
び
出
さ
れ
た
入

　
　
　
　
餌
糠
偶
薙
の
畏
望

十
七
名
か
ら
成
る
o
こ
の
各
國
議
席
割
當
は
各
國
の
薩
積
の
大
い
さ
に
よ

る
。
（
英
佛
伊
各
十
七
名
、
白
・
和
・
瑞
各
六
名
、
丁
、
ア
イ
レ
諾
各
義

名
、
リ
ュ
ク
サ
ン
ブ
ル
グ
三
名
）
。
議
會
の
意
思
は
三
分
の
二
の
多
数
決

に
よ
つ
て
表
朗
さ
れ
る
が
、
然
し
最
絡
決
定
ほ
全
會
二
致
に
よ
る
o
從
つ

亡
各
國
の
主
権
ほ
未
だ
放
棄
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
り
會
議
の
決
定
港
掬

束
力
を
も
た
ぬ
蘭
告
に
す
ぎ
な
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
議
會
の
纏
隈
は
隅

定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
o
（
2
①
暑
艇
o
鼻
齪
臼
窪
○
〈
墨
妻
＄
箆
『

駕
亀
o
o
一
逡
ゆ
喝
』
参
照
）

重

　
か
蕊
る
政
治
的
厭
洲
銃
一
蓮
動
の
背
後
に
ほ
、
纏
濟
的
ざ
灘
會
的
基
礎

が
存
牲
す
る
。
こ
の
厭
洲
議
會
規
約
制
定
に
先
行
し
て
四
月
下
旬
ロ
ン
ド

ン
に
ほ
厭
洲
経
漬
脅
議
ガ
闘
か
れ
、
そ
の
倉
議
の
冒
頭
チ
ャ
｝
チ
ル
英
前

首
相
は
、
「
我
々
は
若
し
ボ
璽
パ
ー
（
救
髄
を
受
け
る
貧
民
）
奴
隷
た
ら

ざ
ら
ん
と
す
る
な
ら
ば
、
た
撃
に
自
國
の
み
に
於
け
る
愛
國
者
と
し
て
の

み
で
な
く
、
ヨ
ー
冒
ヅ
パ
人
と
し
て
考
え
、
計
甕
し
、
努
力
し
な
け
れ
ば
”

な
ら
な
い
」
と
逮
．
へ
噺
又
我
々
が
こ
れ
か
ら
創
蓬
せ
ん
と
希
む
ヨ
確
ロ
ッ

バ
に
焚
て
は
よ
り
多
ぐ
⑳
ド
ァ
蓄
と
窓
あ
る
ぺ
ぐ
、
又
之
を
蓬
る
壁
敵
よ

り
少
な
か
る
ぺ
し
と
敏
言
わ
れ
た
の
で
あ
る
o

　
加
之
、
特
に
注
鋒
す
べ
き
は
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
p
國
防
相
が
出
庸
し
、
偉

大
な
奪
婁
嚢
撃
至
嚢
妻
嚢
程

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
ヤ
　
　
　
（
二
厩
九
）



　
　
　
　
、
騰
際
閃
題
の
展
望

に
醤
つ
て
は
政
灘
の
封
立
が
存
在
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
な
い
と
濾
べ
て
、

從
來
の
葵
國
の
歌
淵
鏡
二
－
に
封
す
る
潴
極
的
態
度
を
一
新
し
て
、
積
極
的

に
こ
の
読
；
促
逡
に
努
め
つ
ふ
あ
る
こ
と
で
あ
る
o

　
こ
の
纏
濟
委
員
曾
の
努
力
の
結
果
と
し
て
、
経
濟
統
合
の
プ
”
グ
ラ
ム

ガ
提
供
せ
ら
れ
2
融
會
商
榮
委
負
書
の
繍
決
畿
は
、
獣
洲
は
よ
り
敷
率
的

な
生
窟
的
纏
濟
樹
立
の
た
め
だ
け
で
な
く
、
勢
働
、
旋
行
、
生
活
の
自
由

を
侵
犯
し
て
い
為
多
く
の
障
碍
を
除
去
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
獣
洲
人
民

間
に
よ
り
よ
き
理
解
を
侭
進
す
る
た
め
に
曳
’
纏
濟
統
合
を
必
要
と
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ン
や
ダ
ヲ
ル

乏
↓
、
か
く
し
て
の
み
厭
洲
ほ
揚
特
な
具
足
的
文
岡
を
創
逡
し
得
る
の
で

あ
る
と
し
て
い
る
。

　
纏
演
活
動
促
進
の
た
め
の
直
接
手
段
と
し
て
、
通
貨
の
自
由
党
換
が
要

請
さ
れ
2
獣
淵
統
一
の
た
め
に
最
初
に
探
ら
る
べ
き
目
標
は
、
厭
洲
人
の

民
主
國
間
の
貞
由
族
行
の
構
利
漣
成
に
あ
り
、
摩
生
、
抜
能
者
の
移
動
制

阪
解
除
が
第
一
に
必
要
と
せ
ら
れ
て
い
る
o
然
し
從
察
餐
よ
フ
ラ
ソ
ス

ま
　
　
　
　
オ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ル

人
、
オ
ラ
ソ
〆
人
、
イ
ギ
リ
ス
人
と
自
ら
考
え
行
動
し
て
來
た
の
に
今
こ

の
バ
ッ
ク
と
カ
ラ
》
を
潅
く
し
て
厭
灘
入
と
し
て
考
え
る
こ
と
は
し
か
く

客
易
で
ほ
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
れ
も
蹟
灘
人
蘭
な
る
が
故
に
案
外
に
う
ま

く
倣
り
が
つ
ぐ
の
が
西
厭
続
縣
の
有
蒋
な
臓
で
あ
る
。

　
か
く
て
、
鍬
一
顕
経
溝
禽
議
の
閉
會
に
雷
つ
て
、
ハ
翼
ル
ド
㌧
ハ
ヲ
ト
ラ

書
議
長
が
、
　
『
我
々
敵
厭
淵
人
の
移
動
自
由
に
つ
い
て
寄
輿
す
る
所
大
で

あ
つ
た
の
み
で
な
ぐ
、
蹟
淵
共
尉
強
の
自
髭
に
買
献
す
る
所
大
で
あ
つ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
八
　
　
（
二
五
Q
》

と
私
ほ
感
ず
る
。
我
々
は
ま
た
、
結
局
赴
禽
的
に
も
纏
濟
的
に
も
同
一
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

的
に
向
つ
て
努
力
し
で
い
る
所
の
同
一
入
民
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
盈
見

し
た
の
で
あ
る
。
」
と
蓮
べ
た
こ
と
は
決
し
て
虚
酢
で
ほ
な
か
つ
た
の
で
あ

る
。
然
し
な
が
ら
、
西
獣
蓮
合
、
隊
洲
議
會
と
い
弓
麟
淵
統
一
の
政
治
的

成
長
も
、
軍
に
表
面
酌
な
封
ゾ
防
衛
騰
制
の
み
で
は
な
く
し
て
、
實
は
経

濟
的
に
酉
獣
を
訟
倒
し
去
ら
ん
と
す
る
ア
メ
リ
カ
の
威
力
に
封
抗
せ
ん
と

す
る
酉
巌
筈
肉
の
封
米
防
衡
麗
制
で
も
あ
る
の
で
あ
り
、
而
も
歓
洲
復
興

も
一
に
ア
メ
リ
カ
の
援
助
衡
款
と
い
う
借
物
の
上
に
立
つ
て
い
る
こ
と
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

考
え
る
と
き
、
厭
洲
統
一
の
経
済
的
基
礎
は
必
ず
し
玉
躍
固
と
ほ
い
え
な

い
の
で
あ
つ
て
、
そ
こ
に
厭
淵
続
桶
の
脆
弱
性
が
存
す
る
こ
と
を
見
逃
し

て
ほ
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
我
々
は
、
以
洲
統
一
蓮
動
の
中
に
、
載
後
世

界
再
建
の
希
望
と
共
に
、
そ
の
苦
鰯
の
萎
を
見
る
の
で
あ
る
。
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一
九
四
九
・
六
・
一
二
）
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